


の建物では現在風の研究の設計は難かしいから、と

建物改修のお願いをしたり、せめて下草刈 り以上に

植物の育成に手が廻るよにもう少 し、と予算の増

額の方策を検討 したり、グランド代 りに入園して

くる子供達にどのように植物園を利用 してもらう

べきかを考えたり、と、植物学に直接は関係のな

いことばかりやっておりますと、折角の施設や資

料を生かすことは一寸もならないのではないか、

と反省 しきりなのが 2ケ 月経った今の率直な感 じ

です。

研究の上では、 これまで主 と して東南アジ

アをフィール ドにして植物相の調査研究に携わっ

てきましたし、シダ植物を対象として、系統分類

学的研究を行ってきました。植物が30万種にも多

様化 しているのは長い進化の過程を経てきたから

であり、生命のもつ歴史的側面を解析する手掛り

としては生物の多様性は最も具体的な事実です。

分類学という言葉のもつ静的なイメージでなく、

植物の種や系統の分化を追究 し、植物相の成立の

過程をあとづけることで生命というこの最も神秘

的な存在の最も興味のある一面に追ることは科学

的好奇心を強くかき立ててくれることです。そし

て、多様な植物を対象とする研究が行なわれるべ

き場として、植物園を生かすことは研究上も必至

のことといえます。

都心に16万 どの場所が緑に包んであれば、東京

大学の用に供するだけというのはもったいない話

です。研究教育上の必要から確保される多様な植

物は、その多様さを通 じて生命のもつ歴史的な側

面を見せてくれます。それを見る眼を開かせるた

めには一寸 したきっかけがあれば充分です。折角

準備された多様な植物を使って、そのような社会

教育を施すことは植物園が果すことのできる附加

的な効能といえるでしよう。しかし、ここしばらく

の間入園してくる人達の挙動を見ていると、甚だし

く厭世的な気分に追いやられることがあります。植

物園は庭園よりももっと広場的要素が大きいもの

と、一般には受け取 られているのでしょうか。見

廻 りの要員も充分でない現状では、大切な材料が

傷められても、極端な場合いつの間にか見当らな

くなっていても、黙って目をつむっているより術

がないもので しょうか。

300年の歴史は植物園にとって得難い宝です。

しか し、広場として使ったのでは宝のもち腐れと

いうことで しょう。研究教育のために準備された

多様な植物は、慌ただ しい都心の一隅に緑の空間

を作ります。その空気を味わう場として活用され

れば、植物学の研究業績が上げられるのと同的に、

植物園に作んで思索することが、データの製造に

追い廻されている日常の科学を止揚 して、真に独

創的なアイデアを育てる泉ともなって くれること

で しょう。明日の植物園が、植物学の材料の苗床

であると同時に、ノーベル賞級研究のためのアイ

デアの温床ともなるように有効に利用できるよう

にしたいものです。

学生時代から30年間一貫 して籍を置いていた京

都大学から転任 して参りますと、いろいろと当惑

したり面喰ったりすることがあって慌てます。 し

か し、一番よく似ていることが、研究そのもので

ないことに費す時間が多いことであるというのは

何とも残念な現実です。いろいろの用事の合間に

研究をするというのは研究者の在り方としては異

常なことです。これは個々人の自覚では解消できな

いことだけに、何だか恐怖にとらわれます。

京大で理学部弘報のお手伝いをしていた頃に、何

かと参照することの多かった胸去報」に寄稿すること

になって、最初に書くことにしては現実の酷 しさに

触れることが多過ぎて残念なのですが、この次の機

会には、大きな成果をうたい上げ、次への飛躍に

向けて夢と希望に充ちた文が寄稿できるようであ

りたいものと念 じます。
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